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今月の特集

ガバナーテーマ 少欲知足“三方よし”仲間の「話」クラブの「和」地域の「輪」

アクティビティスローガン 健康でWe Serve “継続は力なり” 綿密な準備とチームワーク

新年度のごあいさつ
各クラブ三役並びに会長スローガン
第95回 韓国・釜山国際大会

新年度のごあいさつ
各クラブ三役並びに会長スローガン
第95回 韓国・釜山国際大会
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第 1副地区ガバナー　L児玉　保次（京都ロイヤル LC）

地区ガバナー　L南　清右衛門（野洲 LC）
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1

8

地区ガバナー（野洲 LC）

南　清右衛門

第1副地区ガバナー（京都ロイヤル LC）

児玉　保次

第2副地区ガバナー（京都洛東 LC）

森井　士朗

　
「
豊
か
な
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
を
」

　
「
三
方
よ
し
」
は
近
江
商
人
の
経
営
理
念
で
あ
り
、
現
在
も
数
多

く
の
企
業
が
経
営
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
三
方
よ
し
」
は

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
「
W
e  

S
e
r
v
e
」
の
精
神
と
相
通

ず
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
の
ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ
を
「
三

方
よ
し
」
に
定
め
、
三
つ
の
「
わ
」（
仲
間
の
話
、
ク
ラ
ブ
の
和
、

地
域
奉
仕
の
輪
）
で
、
地
区
、
ク
ラ
ブ
、
ク
ラ
ブ
員
が
そ
れ
ぞ
れ

活
発
に
活
動
を
取
り
組
ん
で
行
け
る
よ
う
、
努
力
を
す
る
覚
悟
で

い
ま
す
。

　

近
年
は
会
員
減
少
が
続
く
中
で
、
会
員
増
強
が
大
き
な
目
標
と

な
り
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
原
点
「
W
e  

S
e
r
v
e
」

を
具
体
化
す
る
に
は
安
定
し
た
会
員
の
在
籍
と
財
政
の
健
全
化
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
昨
年
度
の
Ｐ
o
w
e
r
５
を
発
展
さ
せ
、
関
係

す
る
委
員
会
が
合
同
し
て
会
員
増
強
合
同
委
員
会
を
組
織
し
、
会

員
の
増
強
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
各
ク
ラ
ブ
で
は
一
名
の

退
会
者
も
出
さ
な
い
よ
う
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
組
織
の
あ
り
方
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
内
容
な
ど
工
夫
を
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の
お
一
人
お
ひ
と
り
が
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
豊
か
な
ラ
イ
オ

ン
ズ
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
『
出
会
っ
て
知
人
と
な
る
、
語
り
合
っ
て
友
と
な
る
、
共
に
汗
し

て
同
志
と
な
る
』
こ
の
言
葉
が
実
感
で
き
る
一
年
間
と
な
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
58
回
年
次
大
会
に
お
い
て
次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
、
ラ
イ
オ
ン
諸
氏
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
の
一
年
間
、
私
に
と
っ
て
学

ぶ
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
大
切
さ
も
そ
の
一
つ

で
す
。
ガ
バ
ナ
ー
始
め
地
区
役
員
も
す
べ
て
所
属
ク
ラ
ブ
が
あ

れ
ば
こ
そ
の
役
職
で
す
。
こ
の
大
切
な
我
々
の
ク
ラ
ブ
が
、
そ

の
存
続
の
両
輪
で
あ
る〝
奉
仕
活
動
〞と〝
ク
ラ
ブ
の
例
会
〞、
こ

の
両
面
で
い
か
に
個
性
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
か

が
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
、
ひ
い
て
は
3
3
5
ー
C
地
区
の

発
展
に
関
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
個
性
を
磨

く
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
一
年
間
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
、
地
区
年
次
大
会
に

於
い
て
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
ご
支
持
を
受
け
微
力
な
が
ら
ガ
バ

ナ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
一
年
間
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
共
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
誕
生
し
て
約
一
世
紀
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
世
の
中
は
大
き
く
変
貌
し
、
又
私

共
奉
仕
活
動
も
多
く
の
活
動
が
出
来
る
機
会
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
に

と
ど
ま
ら
ず
一
般
の
方
々
も
多
く
の
素
晴
ら
し
い
活
動
が
見
う

け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
私
共
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
今
何
を

為
す
べ
き
か
を
問
わ
れ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
今
一
度
原
点

に
戻
り
L
I
O
N
S
の
意
味
即
ち
、
L
i
b
e
r
t
y
，

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e
，
O
u
r  

N
a
t
i
o
n’

s

　

S
a
f
e
t
y
を
考
え
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

W
e　

S
e
r
v
e
を
も
と
に
、
自
由
と
誇
り
と
知
性
あ
る
ラ

イ
オ
ン
ズ
で
あ
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
今
年
度
第
２
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
と
い
う
重
責
を
担
い
私
自
身
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
の

中
で
の
大
事
な
年
と
し
た
く
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
お
願
い
し
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。　
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地区キャビネット幹事（野洲 LC）

髙谷　保

地区キャビネット会計（近江守山 LC）

中川　知博

ホストクラブ会長（野洲 LC）

村井　強行

　
「
滋
賀
か
ら
ガ
バ
ナ
ー
を
」の
合
言
葉
に
、三
年
前
私
が
ゾ
ー

ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
務
め
て
い
る
時
に
、6
R
2
Z
か
ら

そ
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
実
現
の
配
び
と
な
り
、
当
時
の
会
長
、
地
区
役
員

の
多
く
が
運
営
委
員
、
地
区
委
員
長
と
し
て
支
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
地
区
経
験
は
浅
く
、も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま

す
が
、
南
ガ
バ
ナ
ー
の
親
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
、
全
力
を
傾
注
し

て
支
え
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　

ど
う
か
、
滋
賀
か
ら
の
久
し
い
ガ
バ
ナ
ー
で
す
が
、
一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
と
い
う
大
役
を
、
浅

知
短
才
を
顧
ず
お
受
け
致
し
ま
し
た
。
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
熱

意
の
一
躍
が
担
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
、
そ
し
て
良
き
メ

ン
バ
ー
に
支
え
ら
れ
、
叱
咤
激
励
を
頂
き
な
が
ら
、
こ
の
大

役
の
重
責
に
身
を
引
き
締
め
、
一
所
懸
命
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
」

　

皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
3
3
5
ー
Ｃ
地
区
ガ

バ
ナ
ー
に
当
ク
ラ
ブ
の
Ｌ
．南
清
右
衛
門
が
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

Ｌ
．南
清
右
衛
門
の
能
力
と
行
動
力
は
ク
ラ
ブ
内
で
も
卓
越

し
た
も
の
が
あ
り
、
誰
も
が
そ
の
指
導
力
に
一
目
を
置
い
て

お
り
ま
す
が
、
23
年
ぶ
り
の
滋
賀
か
ら
の
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
、

Ｌ
．南
を
推
挙
す
る
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
弱
小
ク
ラ
ブ
の
悲
し
さ
か
、
ガ
バ
ナ
ー
を
支
え
ら
れ

る
か
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

幸
い
、
滋
賀
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
3
3
5
ー
Ｃ
地
区

の
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
応
援
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
心
強

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
ど
も
も
、
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
と
し
て
南
ガ
バ
ナ
ー
を
支
え

る
た
め
懸
命
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
も
こ

の
一
年
間
、
さ
ら
に
、
お
助
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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風　景

ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

＊第 95回韓国・釜山国際大会＊＊第 95回韓国・釜山国際大会＊
　

第
95
回
国
際
大
会
は
関
西
か
ら
６
０
０
㎞
の
隣
国
、
韓

国
・
釜
山
に
て
２
０
１
２
年
６
月
22
日
か
ら
６
月
26
日

の
５
日
間
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
委
員
会
の
事
前
発
表
に
よ
り
ま
す
と
全
世
界
か

ら
５
万
名
を
超
え
る
登
録
が
あ
っ
た
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
か
ら
は
、
約
5
，
1
3
5
名
、
３
３
５

－

Ｃ
地
区

か
ら
は
、２
８
０
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

22
日
に
は
、本
部
ホ
テ
ル
の
ロ
ッ
テ
に
て
、色
々
な
セ
ミ

ナ
ー
・
パ
レ
ー
ド
に
関
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
々
、
夜

遅
く
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

23
日
に
は
朝
早
く
か
ら
各
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
お
集

ま
り
頂
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
協
会
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
て
パ

レ
ー
ド
集
合
地（
ヨ
ッ
ト
競
技
場
）に
３
３
０
Ｍ
Ｄ
〜
３

３
７
Ｍ
Ｄ
会
員
約
２
，
７
０
０
名
が
は
っ
ぴ
着
用
で
パ

レ
ー
ド
に
参
加
、
全
日
本
で
は
阿
波
踊
り
の
イ
ベ
ン
ト

で
パ
レ
ー
ド
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

15
時
30
分
か
ら
開
催
の
ジ
ャ
パ
ン
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は（
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
３
Ｆ
）、来
賓
と
し
て
ウ
ィ
ン
ク
ン
・

タ
ム
国
際
会
長
並
び
に
元
国
際
会
長
を
交
え
、約
１
，０

０
０
名
を
超
え
る
集
ま
り
の
中
、
冒
頭
に
国
際
会
長
か

ら
御
礼
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
阿
波
踊
り
の
余

興
が
あ
り
、
盛
り
上
が
る
中
、
終
宴
と
な
り
ま
し
た
。　

　

19
時
30
分
か
ら
21
時
30
分
開
催
の
３
３
５

－
Ｃ
地
区

ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会（
ロ
ッ
テ
ク
リ
ス
タ
ル
・
ル
ー
ム
）は
、

２
７
０
名
の
会
員
の
皆
様
方
に
ご
出
席
を
賜
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。冒
頭
に
、地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
足
達
靖
彦
よ
り
、

多
数
の
ご
参
加
と
一
年
間
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
対
し
て
の
、

ご
協
力
の
御
礼
の
挨
拶
が
あ
り
開
宴
と
成
り
ま
し
た
。

地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
Ｌ
南
清
右
衛
門
か
ら
、
次
年

度
の
抱
負
と
指
導
方
の
ご
挨
拶
、
名
誉
顧
問
会
議
長
・

前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
奥
村
啓
二
か
ら
地
区
の
会
員
増
強

と
乾
杯
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

現
地
の
お
酒
マ
ッ
コ
リ
も
好
評
で
、
ワ
イ
ン
・
ビ
ー

ル
・
日
本
酒
と
お
料
理
も
好
評
の
中
、
南
エ
レ
ク
ト
よ

り
足
達
ガ
バ
ナ
ー
に
記
念
品
の
贈
呈
、引
続
き
、八
木
現

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
か
ら
髙
谷
次
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹

事
に
エ
ー
ル
の
交
換
が
さ
れ
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
大
歓

声
の
中
、終
宴
を
迎
え
、地
区
国
際
関
係
委
員
長　

杉
江

健
次
か
ら
閉
宴
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

24
日
は
10
時
か
ら
開
会
式
（
釜
山
べ
ク
ス
コ
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
変
大
き
な
会
場
で
し
た
が
会
員
皆
様
方
の
ご
出
席
が

多
く
満
席
の
状
況
の
中
、
ウ
ィ
ン
ク
ン
・
タ
ム
国
際
会

長
が
開
会
宣
言
を
さ
れ
、
今
年
度
の
植
樹
事
業
目
標
１
，

０
０
０
，
０
０
０
本
の
植
樹
に
お
い
て
も
、
１
３
，
２

１
１
，
３
４
８
本
と
大
き
く
成
果
が
報
告
さ
れ
、
併
せ

て
Ｍ
Ｊ
Ｆ
等
々
に
つ
い
て
も
、
好
結
果
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
事
務

局
長
で
あ
る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
チ
ャ
ン
博
士
の
基
調
講

演
の
後
、
参
加
各
国
１
４
９
ケ
国
の
華
や
か
な
国
旗
の

パ
レ
ー
ド
で
終
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

25
日
の
朝
か
ら
釜
山
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
、
べ
ク
ス
コ
・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
等
々
で
開
催
さ
れ
る
色
々

な
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く
の
会
員
皆
様
方
が
ご
参
加
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

26
日
は
、
７
時
30
分
（
べ
ク
ス
コ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー
）
か
ら
代
議
員
皆
様
方
の
投
票
の
後
、
10
時

か
ら
閉
会
式
会
場
に
移
動
し
て
頂
き
、
檀
上
で
は
ウ
ィ

ン
ク
ン
・
タ
ム
国
際
会
長
か
ら
ウ
ェ
イ
ン
Ａ
．
マ
デ
ン

次
期
国
際
会
長
に
移
譲
さ
れ
ウ
ェ
イ
ン
Ａ
．
マ
デ
ン
国

際
会
長
就
任
の
挨
拶
、
国
連
旗
贈
呈
式
・
投
票
結
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
３
５

－

Ｃ
地
区
会
員
座
席
周
辺
に
足
達
ガ
バ
ナ
ー

と
南
エ
レ
ク
ト
に
ご
一
緒
頂
き
、
エ
レ
ク
ト
リ
ボ
ン
取

り
外
し
儀
式
を
写
真
に
収
め
、
３
３
５

－

Ｃ
地
区
南
清

右
衛
門
ガ
バ
ナ
ー
の
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。
万
歳
。

　

２
０
１
２
〜
2
0
１
３
年
度
、
左
記
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
国
際
大
会
へ
も
会
員
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
第
51
回
東
洋
・
東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

   （
２
０
１
２
年
11
月
８
〜
11
日
（
於
：
福
岡
県
））

・ 

第
96
回
国
際
大
会

    （
２
０
１
３
年
７
月
５
〜
９
日
（
於
：
ド
イ
ツ　

ハ
ン

    

ブ
ル
グ
））

2
0
1
1
〜
2
0
1
2
年
度

　
　
　
　
　
　

  

地
区
国
際
関
係
委
員
長　

杉
江　

健
次

　
　
　
　
　
　
　
　

    （
※
本
文
役
職
名
は
、
第
95
回
国
際
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

時
点
で
の
役
職
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。）
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ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

2012年 6月23日（土）　10：00  開始インターナショナル・パレード

〈国際パレード〉
第一部門コンテスト　ユニフォーム着用の代表団　　　　　　　1位：日本  MD330-MD337
　　　　　　　　　    精度デモンストレーション・ユニット     1 位：日本  Japan Awa Odori Band Team
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8

ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

2012年 6月23日（土）　15：30 ～17：00
釡山ロッテ・ホテル　クリスタルボールルーム

日本ライオンズ代議員会・ジャパンレセプション

2012年 6月23日（土）　19：30 ～21：30
釡山ロッテ・ホテル

335-C地区ガバナー晩餐会
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ほう

ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

2012年 6月24日（日）　10：00 ～13：00
釡山エキシビション・アンド・コンベンション・センター

開 会 式

2012年 6月25日（月）　13：30 ～15：00
釡山エキシビション・アンド・コンベンション・センター

MJF昼食会

2012年 6月26日（火）　10：00 ～13：30
釡山エキシビション・アンド・コンベンション・センター

閉 会 式

近江八幡 LC
　　　MJF100％表彰 代理出席の L南エレクト
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8
《ゾーン・チェアパーソン》《ゾーン・チェアパーソン》 今 年 の 抱 負今 年 の 抱 負

1Ｒ１Ｚ
ゾーン

チェアパーソン

京都京洛 LC
下平　晃寿

1R2Z
ゾーン

チェアパーソン

京都室町 LC
平賀　久雄

1R3Z
ゾーン

チェアパーソン

京都洛翠 LC
津田　秀夫

2R1Z
ゾーン

チェアパーソン

京都洛陽 LC
永田　賢司

2R2Z
ゾーン

チェアパーソン

京都東 LC
髙橋　東作

2R3Z
ゾーン

チェアパーソン

京都洛中 LC
松浦　至純

3R1Z
ゾーン

チェアパーソン

京都洛北 LC
坂田　光男

　

今
期
１
Ｒ
１
Ｚ
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
を
拝
命
し
、
そ
の
重
責
の
大
き
さ
に

大
変
緊
張
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
任
務
は

ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
〝
三
方

よ
し
〞
の
精
神
を
理
解
し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
と
ゾ
ー
ン
内
の
各
ク
ラ
ブ
と
の
橋
渡
し

を
し
な
が
ら
、
ゾ
ー
ン
内
の
融
和
と
地
域

が
望
む
奉
仕
活
動
を
押
し
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

非
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
１
年
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
１
Ｒ
３
Ｚ　

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
致
し
ま
し
た
、
京
都
洛

翠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
津
田　

秀

夫
で
す
。

　

南
地
区
ガ
バ
ナ
ー
提
唱
の
会
員
増
強

１０
％
の
目
標
と
同
時
に
、
リ
テ
ン
シ
ョ
ン

<

会
員
維
持>
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

例
会
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
為
に
も
、

特
に
テ
ー
ル
・
ツ
イ
ス
タ
ー
、
ラ
イ
オ

ン
・
テ
ー
マ
ー
、
計
画
委
員
長
も
知
恵
を

絞
り
、
楽
し
い
例
会
運
営
を
目
指
す
事
も

必
要
不
可
欠
で
す
。

　

私
ど
も
１
Ｒ
３
Ｚ
で
は
本
年
度
、
京
都

鴨
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成
50
周
年

を
、
京
都
錦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成

１０
周
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
す
が
、
長

い
歴
史
の
経
験
と
若
い
パ
ワ
ー
を
大
切
に

し
、
益
々
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
に
務
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
京
都
室
町
L
C
の
推
挙
に
よ

り
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
大
役

を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯

で
す
。

　

当
ゾ
ー
ン
内
の
各
ク
ラ
ブ
に
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
の
方
針
や
意
向
を
ご
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
ま
た
各
ク
ラ
ブ
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー
方
針
で
あ
る
「
三
方
よ
し
」
の

テ
ー
マ
で
メ
ン
バ
ー
間
の
意
志
の
疎
通
を

は
か
り
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
、
そ
し
て

地
域
に
根
ざ
し
た
有
意
義
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
実
践
を
は
か
っ
て
い
け
る
よ
う
皆

様
と
共
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ど
う
か
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
幹
事
並
び
に

メ
ン
バ
ー
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
Ｒ
１
Ｚ
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
を
拝
命
し
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

い
ま
す
。

　

こ
の
ゾ
ー
ン
は
、
８
ク
ラ
ブ
が
存
在
す

る
大
所
帯
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
と
ま
り
は

非
常
に
良
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

南
清
右
衛
門
ガ
バ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
並
び

に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
達

成
さ
れ
こ
の
一
年
が
満
足
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
微
力
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
前
任
者
か
ら
の
推
薦
と
京
都

洛
中
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
推
挙
を
受
け

2
R
3
Z
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の

大
役
を
お
受
け
す
る
事
に
な
り
、
そ
の
任

務
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

南
ガ
バ
ナ
ー
の
運
営
方
針
を
ゾ
ー
ン
内

4
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
伝
達
し
、
そ
の
職
務

が
全
う
出
来
ま
す
よ
う
各
ク
ラ
ブ
の
会
長

を
は
じ
め
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
ゾ
ー
ン
内
の
合
同
例
会
、
合

同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
実
施
し
、
ゾ
ー

ン
内
の
活
性
化
と
融
和
、
懇
親
が
深
め
る

こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
京
都
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
推
薦
を
受
け
２
R
2
Z
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ

の
責
務
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

南
ガ
バ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
・
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
思
い
を
ゾ
ー
ン
４
ク

ラ
ブ
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
各
ク
ラ
ブ
が

そ
れ
に
沿
っ
た
運
営
が
図
れ
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
代
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
、
ゾ
ー
ン
の
ま
と

ま
り
が
よ
り
一
層
進
み
、
ガ
バ
ナ
ー
テ
ー

マ
推
進
の
基
に
な
っ
て
い
る
『
わ
』
が
具

体
化
さ
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
ま
い
り
ま

す
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

本
年
度
3
R
1
Z
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
微
力
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で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
区
と
各
ク
ラ
ブ
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
そ
の
任
を
務
め
た
い
と

心
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
ゾ
ー
ン
で
は
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

し
て
知
的
発
達
障
が
い
者
支
援
や
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
継
続
し
て
ゾ
ー
ン
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
、
南
ガ
バ
ナ
ー
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
継
続
は
力
な

り
」
の
実
践
に
繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
各
位
の
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3R3Z
ゾーン

チェアパーソン

京都みやび LC
植田　喜裕

4R1Z
ゾーン

チェアパーソン

京都醍醐 LC
佐竹不二郎

3R2Z
ゾーン

チェアパーソン

京都薫風 LC
村上美恵子

4R2Z
ゾーン

チェアパーソン

城陽 LC
西村　昇

4R3Z
ゾーン

チェアパーソン

京都王仁 LC
金本　有作

5R1Z
ゾーン

チェアパーソン

園部 LC
田井　博行

　

こ
の
度
、
3
R
3
Z
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
未
熟
で
は
あ
り
ま

す
が
、
精
一
杯
、
責
務
を
果
た
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

会
員
が
減
少
を
し
て
お
り
、
各
ク
ラ
ブ

に
お
か
れ
ま
し
て
は
厳
し
い
運
営
で
あ
ろ

う
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
創

意
・
工
夫
に
努
め
て
頂
き
、
明
る
く
楽
し

い
ク
ラ
ブ
と
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
一
年
、
ゾ
ー
ン
内
6
ク
ラ
ブ
の
会

長
・
幹
事
並
び
に
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
温

か
い
ご
指
導
・
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

の
大
役
を
浅
学
未
熟
な
私
が
お
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

南
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
・
ご
指
導
の
元
、

地
区
と
各
ク
ラ
ブ
の
良
き
パ
イ
プ
役
と
な

り
ま
す
よ
う
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

日
本
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
種
が
蒔
か
れ
60

年
、
発
展
期
に
比
べ
会
員
数
も
激
減
し
て

い
る
昨
今
、
初
期
の
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
精

神
を
現
代
社
会
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
に
置

き
換
え
、
地
域
の
皆
様
に
支
持
さ
れ
る

『
奉
仕
の
世
界
』
を
ゾ
ー
ン
内
で
展
開
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
、
京
都
王
仁
L
C
の
推
挙
に
よ
り

4
R
3
Z
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を

拝
命
し
、
使
命
感
と
責
任
を
感
じ
ま
す
。

　

共
生
・
人
権
・
平
和
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
京
都
市
の
掲
げ
る
多
文
化
共
生
社

会
の
実
現
の
た
め
、
地
域
社
会
に
奉
仕
す

る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
、
尽

力
す
る
所
存
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と
会
員
増
強
の
た
め

に
は
、
今
ま
で
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、

改
革
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
全
メ
ン
バ
ー
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
3
5
―
C
地
区
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ

ま
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
3
3
5
―
C
地
区

5
R
1
Z
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を

拝
命
致
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
歴
代
の

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
言
動
を
、

た
だ
、
見
聞
き
し
て
い
る
立
場
で
し
た

が
、
今
年
度
は
、
見
ら
れ
る
立
場
と
な
り

　

こ
の
度
、
京
都
醍
醐
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
ご
推
挙
を
受
け
、
4
R
1
Z
の
ゾ
ー
ン
・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
致
す
事
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
ゾ
ー
ン
は
こ
こ
7
年
間
で
3
ク
ラ
ブ
解

散
と
い
う
大
変
淋
し
い
思
い
を
し
て
お
り
ま

す
。
南
ガ
バ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
「
三
方
よ
し
」

の
精
神
を
し
っ
か
り
と
各
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
に
お
伝
え
を
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
様

を
先
頭
に
こ
の
一
年
間
会
員
増
強
（
特
に
退

会
防
止
）
そ
し
て
地
域
社
会
に
喜
ば
れ
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
ゾ
ー
ン
一
丸
と
な
っ
て

活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
幹
事
様
並
び
に

全
メ
ン
バ
ー
の
ご
支
援
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
4
R
2
Z
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
年
間
そ
の

職
務
を
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

基
本
精
神
と
し
て
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
品
格
を
常
に
意
識
し
、
意
志
の
集
結

を
旨
に
、
南
ガ
バ
ナ
ー
の
「
三
方
よ
し
」

の
理
念
と
行
動
指
針
を
理
解
し
て
、
ゾ
ー

ン
内
各
ク
ラ
ブ
へ
の
伝
達
と
徹
底
に
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



8
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こ
の
度
５
Ｒ
２
Ｚ
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
心
苦
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

も
と
よ
り
そ
の
様
な
器
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、

一
年
間
頑
張
っ
て
行
く
所
存
で
す
。

　

私
が
入
会
致
し
ま
し
た
「
バ
ブ
ル
」
期

と
違
い
、
経
済
環
境
の
変
化
等
、
社
会
構

造
の
移
り
変
わ
り
が
激
し
く
、
商
店
街
の

消
滅
・
地
場
産
業
の
衰
退
・
長
引
く
不

況
・
高
齢
化
社
会
、
急
速
な
社
会
変
化
に

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
存
続
自
体
危
ぶ
ま

れ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

南
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
三
方
よ

し
」
の
下
、
不
安
は
あ
り
ま
す
が
各
ク
ラ

ブ
の
発
展
に
努
力
致
し
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
二
十
数
年
ぶ
り
に
滋
賀
県

の
6
R
よ
り
「
南 

地
区
ガ
バ
ナ
ー
」
が

出
る
事
と
な
り
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
時
に
1
Z
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
し
身
の
引
締
ま
る
思

　

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
草
津
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
推
薦
を
頂
き
、
6
R
2
Z
・

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
拝

命
し
、
そ
の
重
責
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
私
ど
も
6
R
2
Z
か

ら
L
南
清
右
衛
門
が
、
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て

誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
目
出
度
く
心
よ

り
お
喜
び
と
御
祝
い
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

何
分
、
浅
学
菲
才
で
は
御
座
い
ま
す

が
、
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
、
ご
指
導
の
下
微

力
な
が
ら
ゾ
ー
ン
内
6
ク
ラ
ブ
の
融
和
と

協
調
を
図
り
活
性
化
を
推
進
す
る
所
存
で

御
座
い
ま
す
。

　

会
員
の
増
強
・
退
会
会
員
対
策
・
等
問

題
が
山
積
で
す
。
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
、
１

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
す
の
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

L
南
ガ
バ
ナ
ー
が
テ
ー
マ
と
し
て
三
方

良
し
を
説
か
れ
ま
し
た
。
私
と
し
ま
し
て

は
、
こ
の
テ
ー
マ
を
、
1
ゾ
ー
ン
4
ク
ラ

ブ
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
皆

様
に
は
、
今
ま
で
実
行
し
て
き
た〞

W
e 

s
e
r
v
e
〞
が
、
こ
の
三
方
良
し
と
ど

の
よ
う
な
か
た
ち
で
関
わ
っ
て
ゆ
け
ば
よ

い
の
か
検
討
し
、
実
行
し
て
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
増
強
に
つ

き
ま
し
て
も
各
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
様
の
さ

ら
な
る
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

5R2Z
ゾーン

チェアパーソン

夜久野 LC
髙雄　禎亮

5R3Z
ゾーン

チェアパーソン

宮津 LC
茶谷　昌史

6R1Z
ゾーン

チェアパーソン

瀬田 LC
越智　則夫

6R2Z
ゾーン

チェアパーソン

草津 LC
吉田　文男

7R1Z
ゾーン

チェアパーソン

八日市 LC
髙村　潔

　

南
ガ
バ
ナ
ー
の
ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ
等
方

針
を
き
ち
ん
と
各
ク
ラ
ブ
に
お
伝
え
し
、

各
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
奉
仕

活
動
が
よ
り
充
実
さ
れ
る
よ
う
努
め
た

い
。
今
年
は
ゾ
ー
ン
内
6
ク
ラ
ブ
の
内
、

3
ク
ラ
ブ
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

3
ク
ラ
ブ
共
、
燃
え
る
メ
モ
リ
ア
ル
の
一

年
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
会

員
増
強
と
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
は
緊
急
の
課
題

で
す
。
魅
力
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
存
在
、
楽

し
く
知
性
あ
る
例
会
運
営
な
ど
、
一
歩
づ

つ
地
道
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
僭
越
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
少
し
で
も
ゾ
ー
ン
の
活
性
化
の
為

に
お
役
に
立
つ
べ
く
決
意
を
新
た
に
致
し

て
お
り
ま
す
。

 

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
色
々
な
形

態
で
普
及
拡
大
し
て
い
る
な
か
で
も
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
だ
か
ら
こ
そ
の
役
割
を
社

会
は
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
期
待
に

答
え
る
為
に
も
新
メ
ン
バ
ー
加
入
に
よ
る

ク
ラ
ブ
の
活
力
強
化
が
緊
切
の
課
題
で

す
。
南
ガ
バ
ナ
ー
が
提
唱
さ
れ
て
お
ら
れ

る
「
三
方
よ
し
」
は
7
Ｒ
1
Ｚ
に
は
大
変

な
じ
み
の
深
い
精
神
で
す
。

 

自
分
、
相
手
、
地
域
が
し
っ
か
り
リ
ン

ク
し
て
こ
そ
の
ク
ラ
ブ
の
充
実
で
あ
る
と

の
信
念
で
ゾ
ー
ン
内
の
ク
ラ
ブ
同
士
の
繋

が
り
や
メ
ン
バ
ー
間
の
絆
を
強
め
ら
れ
る

よ
う
微
力
で
は
有
り
ま
す
が
精
一
杯
努
め

る
所
存
で
す
。

　

ご
指
導
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
南 

地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
方
針
に
従
い
懸
命
に
頑
張
っ
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
ゾ
ー
ン
内
の
相
互
理
解
を
深
め
組

織
強
化
を
図
り
つ
つ〞

会
員
増
強
〞
ま
た

近
畿
の
水
瓶
で
あ
り
ま
す
「
琵
琶
湖
」
を

抱
え
て
お
り
ま
す
の
で〞

自
然
環
境
、
水

環
境
〞
を
守
る
為 

W
e  

S
e
r
v
e
の

汗
を
流
し
て
参
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
の
度
、
8
R
1
Z
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
重
席
を
背
負
う
こ
と
に
な
り

任
務
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
8
R
2
Z
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
の
大
役
を
拝
命
し
、
そ
の
重
責
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
務
め
さ

せ
て
頂
く
所
存
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
南
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針

を
適
確
に
お
伝
え
し
、
そ
し
て
、
各
ク
ラ
ブ

の
特
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
ゾ
ー
ン
内
の
連
帯

を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
自
身
も
多
く
の
出
会
い
を
楽
し

み
に
、
Z
C
と
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ラ
イ
フ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
努
力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
9
R
2
Z
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
を
拝
命
し
微
力
な
が
ら
１
年
間
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

8R1Z
ゾーン

チェアパーソン

天理 LC
宇恵　義昭

9R1Z
ゾーン

チェアパーソン

香芝 LC
平越　國和

9R2Z
ゾーン

チェアパーソン

五條 LC
高畑　公信

8R2Z
ゾーン

チェアパーソン

奈良西 LC
泉谷　明

7R2Z
ゾーン

チェアパーソン

長浜 LC
神門　隆

　

こ
の
度
、
7
R
2
Z
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
L
南
清
右
衛
門
の
テ
ー

マ〞

三
方
よ
し
〞
、
地
区
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ス
ロ
ー
ガ
ン〞

継
続
は
力
な
り
〞
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
理
解
し
、
ゾ
ー
ン
の

皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
、
ま
た
、
ガ
バ

ナ
ー
の
会
員
10
％
増
強
の
方
針
に
基
づ
き

設
け
ら
れ
た
「
会
員
増
強
合
同
委
員
会
」

の
指
導
の
も
と
、
会
員
の
維
持
は
も
と
よ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
仲
間
に
加

わ
っ
て
頂
く
よ
う
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る

こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
重
要
な
任
務

で
あ
る
と
認
識
し
、
こ
の
１
年
間
が
ん

ば
っ
て
参
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
9
R
1
Z
の
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
を
拝
命
致
し
ま
し
た
、
香
芝
Ｌ
Ｃ
の
平

越
國
和
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
歴

23
年
に
し
て
初
め
て
の
地
区
役
員
の
仕
事

が
Ｚ
Ｃ
Ｐ
の
大
役
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ

数
年
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
大
き
な
曲
が

り
角
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
各
ク
ラ

ブ
の
会
員
の
大
幅
な
減
少
と
い
う
由
々
し

き
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
南
ガ
バ
ナ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
で

あ
り
ま
す
「
三
方
よ
し
」
の
’三
つ
の

わ
’
、
即
ち
会
員
の
「
話
」
ク
ラ
ブ
の

「
和
」
地
域
の
「
輪
」
を
大
切
に
し
、
Ｚ

内
の
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
く
、
有
意
義

に
過
ご
せ
る
様
、
微
力
な
が
ら
尽
力
す
る

と
共
に
会
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

べ
く
、
会
長
、
幹
事
の
方
々
と
案
を
練
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
、
平
和
共
存
、
富
の
分
か
ち
合
い
と
提

唱
し
て
い
ま
す
が
現
実
は
「
今
さ
え
良
け

れ
ば
」
と
言
う
自
己
中
心
の
殻
に
閉
じ
込

も
っ
た
考
え
が
低
流
に
あ
る
よ
う
に
思
え

る
の
で
す
。
今
日
こ
そ
ク
ラ
ブ
の
価
値
は

重
大
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ
「
三
方
よ
し
」
を
心

に
ゾ
ー
ン
内
4
ク
ラ
ブ
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
も
ろ
に
受
け
て

い
る
地
区
で
す
が
、
ガ
バ
ナ
ー
の
「
三
方
よ

し
」
の
精
神
に
乗
っ
と
り
「
話
・
和
・
輪
」

を
運
営
の
軸
と
し
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
を
密
に

し
、
地
域
に
根
ざ
し
、
愛
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ

る
よ
り
質
の
高
い
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
各
ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
、
一
層

の
活
性
化
を
計
っ
て
い
き
た
い
。

　

メ
ン
バ
ー
各
位
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
並
び

に
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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前
期
に
引
き
続
き
地
区
女
性
会
員
増

強
委
員
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
皆
様
方
に
多
大
な
る
御
支

援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
事
先
ず

も
っ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
72
名
の
方
の
入
会
を
頂
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
2
桁
の
女
性
会

員
数
の
シ
ェ
ア
ー
を
、
又
、
年
次
大
会

の
お
り
に
は
、
議
題
に
各
ゾ
ー
ン
に
1

つ
女
性
ク
ラ
ブ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

を
お
願
い
し
た
い
旨
、
あ
げ
さ
せ
て
頂

き
可
決
承
認
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
目
標

で
も
あ
り
ま
す
女
性
会
員
増
強
に
全
力

を
尽
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
御
理
解
、
御
支
援
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地区女性会員
増強委員会

委員長　佐々木由美子
京都むらさき LC

　

前
年
は
副
委
員
長
、
本
年
は
及
ば

ず
も
委
員
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
南
ガ
バ
ナ
ー
初

め
メ
ン
バ
ー
諸
氏
と
各
種
大
会
に
参

加
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

6
月
に
釜
山
国
際
大
会
・
11
月
に

福
岡
の
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

2
0
1
3
年
7
月
に
は
ハ
ン
ブ
ル
ク

国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
そ
し
て
会
員
同
志
の
友
情
と
親

交
を
深
め
た
く
思
い
ま
す
。

　

何
分
に
も
微
力
で
す
の
で
皆
様
方

の
ご
協
力
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地区国際関係委員会

委員長　市井 洋
水口LC

　

私
は
、
今
年
度
地
区
環
境
保
全
委

員
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
八
日
市
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の
外
村
善
一

と
申
し
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
3
3
5
ー
C
地
区
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
『
チ
ー
ム
南
』
の
一
員
と

し
て
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ
の〞

三
方
よ

し
〞
を
理
解
実
践
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン〞

継
続
は
力
な

り
〞
を
心
に
、
私
な
り
に
地
区
役
員

の
皆
様
と
共
に
熱
い
一
年
と
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
参
る
所
存
で
す
。
幸
い

に
も
南
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
環
境
保
全
に

対
し
て
水
環
境
を
守
る
た
め
幾
つ
か

の
指
針
を
お
示
し
頂
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
事
を
確
実
に
推
進
し
て
い

く
事
が
ガ
バ
ナ
ー
の
思
い
に
繋
が
る

と
確
信
い
た
し
ま
す
。
一
年
間
宜
し

く
ご
指
導
ご
鞭
撻
お
願
い
致
し
ま

す
。

地区環境保全委員会

委員長　外村 善一
八日市LC

　

本
年
度
、
地
区
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ

ス
ト
委
員
長
の
拝
命
を
受
け
た
、
南

井
（
み
な
い
）
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
の
歴
史
は
浅
い
け
れ

ど
、
元
協
議
会
議
長
Ｌ
八
嶌
、
前
地

区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
足
達
、
前
地
区
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
長
Ｌ
下
田
な

ど
素
晴
ら
し
い
方
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
さ
れ
、
日
本
の
ど
の
エ
リ

ア
よ
り
先
進
の
座
を
築
い
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
様
な
委
員
会
を
、
私

の
様
な
者
が
引
き
継
ぐ
の
は
大
変
重

荷
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
樹
林
十
年
、
樹
人
百
年
」
教
育
は

百
年
か
か
る
と
思
い
、
長
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
け
れ
ど
、
き
っ
と

将
来
は
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
仰

ぎ
委
員
会
一
丸
と
な
り
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

地区ライオンズ
クエスト委員会
委員長　南井 孝一

栗東LC

　

こ
の
度
、
南
清
右
衛
門
ガ
バ
ナ
ー

の
も
と
、
委
員
長
の
大
役
を
お
受
け

い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
社
会
に
な
り
輸

血
用
血
液
の
不
足
と
需
要
が
増
大
し

て
お
り
ま
す
。
今
期
も
前
期
以
上
の

献
血
量
を
目
標
に
、
皆
様
方
や
青
少

年
層
に
も
献
血
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
啓
発
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
障
害
者
福
祉
に
関
し

ま
し
て
は
関
係
諸
団
体
と
連
携
を
図

り
、
さ
ら
に
は
聴
覚
障
害
者
社
会
参

加
支
援
事
業
（
デ
フ
ピ
ー
プ
ル
）
を

活
用
し
、
よ
り
広
く
障
害
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
理
解

と
支
援
を
行
っ
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。 

皆
様
方
に
は
、
今
期
も
よ
り

一
層
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

地区献血・聴覚障害者
福祉委員会

委員長　足立 豊彦
大和郡山 LC

　

こ
の
度
、
地
区
Y
C
E
・
レ
オ
・
青

少
年
指
導
委
員
長
と
云
う
大
役
を
拝
命

致
し
ま
し
た
、
京
都
ミ
レ
ニ
ア
ム
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
木
下
で
す
。

　

2
0
1
1
〜
2
0
1
2
は
、
地
区

Y
C
E
委
員
長
と
し
て
来
日
生
・
派
遣

生
と
の
交
わ
り
を
持
ち
、
Y
C
E
事
業

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
、「
Y
C
E
」・「
レ
オ
・
青

少
年
指
導
」と
、2
つ
の
多
忙
な
委
員
会

が
1
つ
と
な
り
、
不
安
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
今
年
度　

南 

地
区

ガ
バ
ナ
ー
が
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た

「
行
動
し
な
い
者
は
、
愚
痴
に
な
る
」と

の
お
言
葉
で
再
度
、
奮
起
し「
Y
C
E
」

「
レ
オ
」「
青
少
年
指
導
」の
3
つ
の
事
業

を「
三
方
よ
し
」に
、
導
け
る
様
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ

皆
様
の
、
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

地区YCE・レオ・
青少年指導委員会

委員長　木下 昌平
京都ミレニアム LC
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南
清
右
衛
門
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
任
命
さ

れ
身
に
余
る
光
栄
と
そ
の
重
大
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

3
3
5
ー
C
地
区
第
59
回
年
次
大
会
を

滋
賀
県
で
2
0
1
3
年
4
月
20
日（
土
）

大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

い
た
し
ま
す
。滋
賀
の
地
で
の
年
次
大

会
は
、
第
36
回
年
次
大
会
が
1
9
9
0

年
4
月
22
日
に
彦
根
で
開
催
さ
れ
て
か

ら
23
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

　

第
59
回
年
次
大
会
に
は
、
地
区
の
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
楽
し
く
友

情
を
深
め
る
場
に
、感
動
の
場
に
、友
情

の
場
に
、
明
日
へ
の
発
展
の
場
に
な
る

よ
う
に
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
地
区
役
員
の

皆
様
、
関
係
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
ご
協
力

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

地区年次大会委員会

委員長　南  英三
草津LC

ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

＊地区キャビネット運営委員会定例会議開く！！＊＊地区キャビネット運営委員会定例会議開く！！＊
　

7
月
10
日（
火
）午
後
６
時
よ
り
野
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
所
に
て
第

１
回
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長
L
林
の
挨
拶
の
後
、
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
幹
事
L
髙
谷
よ
り
現
状
の
報
告
、
各
運
営
委
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
委

員
会
の
会
議
内
容
の
詳
細
報
告
が
あ
り
、
８
時
ま
で
活
発
な
話
し
合
い
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
会
は
定
例
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
委
員
が
多
い
こ
と
か
ら
、

情
報
を
共
有
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
の
支
え
が
出
来
る
よ
う

に
と
L.
林
委
員
長
の
提
言
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、ガ
バ
ナ
ー
を
支
え
て
、協
力
同
心
の
強
い
心
が
ま
え
で
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
副
委
員
長　

辻　

徹
郎
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「古壺新酒」
伝統に新しい息吹を

1R1Z
京都 LC

畑　　正髙
幹事　今井　眞正
会計　武内　文男

和と協調でルールある
ライオンズライフ

1R1Z
京都南 LC

西脇　友俊
幹事　山本　尚順
会計　米田　真人

温故知新

1R2Z
京都西 LC

野田　芳朗
幹事　中井　滋之
会計　山口　誠士

未来に向けての改革

1R1Z
京都烏丸 LC

島渕　裕一
幹事　本田美保子
会計　大隈　　修

平和で豊かな社会

1R2Z
京都室町 LC

石川　良一
幹事　﨑田　眞臣
会計　山田　直純

自覚と責任と誇りをもって
WE SERVE

1R1Z
京都京洛 LC

岡　　啓ニ
幹事　村上　順一
会計　横山平八郎

みんなの熱意で
築こうクラブの輪

1R2Z
京都賀茂 LC

野坂　直人
幹事　浦田　正子
会計　竹口　正晃

愛と笑顔で支えあう心
幸せな未来を創るために！

1R2Z
京都ミレニアム LC

谷脇とし子
幹事　西谷　尚樹
会計　安田　　普

広めよう
人と感謝と奉仕の輪

1R3Z
京都桂 LC

山口　正篤
幹事　竹下しおり
会計　一瀬　完治

”Challenge to change
「未来に向かって」”

1R1Z
京都洛南 LC

洞口　敬二
幹事　辻　　繁信
会計　衣川　隆文

リーダーとして
確かな社会貢献を

1R2Z
京都朱雀 LC

岡野　直臣
幹事　真田　　明
会計　孝學　　暁

和と愛と緑の50
鴨川の流れを次代に継ごう！！

1R3Z
京都鴨川 LC

中井　敏雄
幹事　駒井　靖司
会計　大田　正樹

新会長スローガン新会長スローガン
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原点を見つめ 再び前進

1R3Z
京都錦 LC

杉谷　孝夫
幹事　東條　正之
会計　長上　新也

積極的に仲間を増やそう

1R3Z
京都シニア LC

山田　喜之
幹事　畠中　庸年
会計　和田　裕之

低く暮し、高く思う

2R1Z
京都ときわ LC

一瀬佐恵子
幹事　尾崎　高司
会計　松居　敏之

目に見える、
心のこもった奉仕

2R1Z
京都天神川 LC

丸山　郁二
幹事　加藤　久雄
会計　丹生　　浩

小さな絆から

2R1Z
京都高野川 LC

鈴木　正穂
幹事　新野　博巳
会計　吉岡　　誠

我がクラブ
充実有りてウィサーブ

2R1Z
京都堀川 LC

吉羽　惣與
幹事　堀場　弘之
会計　近松　保美

心はひとつ
We Serve

2R1Z
京都チェリー LC

金田　孝子
幹事　河村美智子
会計　中村真由美

「共生」

2R2Z
京都東 LC

野口　政男
幹事　土井　崇裕
会計　尾﨑　　博

知識と行動を以って知恵となす

2R2Z
京都うずら野 LC

増井　達也
幹事　中野　雄介
会計　桶谷　正躬

友とつながる絆

2R1Z
北桑田 LC

上野　崇生
幹事　長野　　豊
会計　石井　敏雄

慈悲・寛大・自己反省

1R3Z
京都洛翠 LC

半井　　孝
幹事　宇都宮壮一
会計　鈴鹿　武彦

「今求められる
ライオンズクラブと奉仕」

2R1Z
京都洛陽 LC

小西　秀樹
幹事　澤田　道男
会計　平松　成夫

繋がる奉仕

2R1Z
京都ﾆｭｰｾﾝﾁｭﾘｰLC

山崎　浩司
幹事　山田　昌樹
会計　杉山　大門

蘇ろう みやこ！！

2R2Z
京都みやこ LC

今村　喬臣
幹事　山田　直樹
会計　福岡　聖三

仲間を増やし楽しい例会

1R3Z
京都御室 LC

岩田　靖夫
幹事　川上　史朗
会計　中村　昌彦
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一人はみんなのために、
みんなは一人のために

～ One for All , All for One ～

2R3Z
京都洛中 LC

井上　豊治
幹事　長谷川哲也
会計　山本　　剛

信義 そして 信頼

2R3Z
京都岡崎白川 LC

山本　皓一
幹事　田中　耕一
会計　倉橋　祐司

笑顔で奉仕 和みあう例会

3R1Z
京都洛北 LC

杉原　正芳
幹事　奥田　和義
会計　鈴木　　豊

ありがとうの心と共に

3R1Z
京都北 LC

髙田　年雄
幹事　古川　耕一
会計　佐々木従久

友愛と躍進

3R1Z
京都洛央 LC

大森　將丈
幹事　青山　幸夫
会計　砂田　宗明

温故知新
－ 100周年への第一歩 －

3R1Z
京都橘 LC

石倉　　宏
幹事　進藤　久和
会計　小林　由香

意義ある奉仕で社会に灯りを

3R2Z
京都紫明 LC

置田　文夫
幹事　藤井　博史
会計　河野　　勉

笑顔いっぱいの未来へ

3R2Z
京都ロイヤル LC

古川　真二
幹事　楠本　健吾
会計　杉本　幸一

忘己利他（己を忘れ他を利する）

3R2Z
京都薫風 LC

山田　三恵
幹事　山下　順子
会計　丹波　芳子

『試（こころ）みよう！
共感でつながり、よりどころへ』

3R1Z
京都平安 LC

小堀　　進
幹事　太田　　守
会計　平松　壽夫

「温故知新」

2R3Z
京都華頂 LC

伊藤　武宏
幹事　石井　計善
会計　村岸　泰彦

友　情

2R3Z
京都セントラル LC

村田　勇一
幹事　宇野　健藏
会計　松本　長治

明るく 楽しく 真心の奉仕

3R2Z
京都葵 LC

田上　千之
幹事　北岡千はる
会計　藤川　靖夫

例会を楽しくしてこそ
ライオンズ

3R2Z
京都パレス LC

狩野　喜一
幹事　木村　孝次
会計　松田　篤佳

新たな一歩、一致団結

2R2Z
京都日吉ヶ丘 LC

四方　康雄
幹事　河本　泰史
会計　山本　俊和
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光かがやく存在感を

3R3Z
京都嵐山 LC

内藤　泰寿
幹事　中村　員也
会計　北橋　重治

継承と新たな一歩

3R3Z
京都嵯峨野 LC

諸本　和己
幹事　清水　達也
会計　竹原　正二

心かよう奉仕で明日の活力を

4R1Z
京都醍醐 LC

山内　幸雄
幹事　藤田　剛士
会計　厳嶋　健一

「こころ新たに明日への一歩」

4R1Z
京都洛東 LC

谷藤　佳孝
幹事　森下　克己
会計　久保田雅彦

「地域社会に役立つ
おもいやりを行動へ」

4R1Z
京都むらさき LC

木村　保子
幹事　冨家　通江
会計　新川　笑子

先人の教えを胸に、
新たにスタートを

4R1Z
京都桃山 LC

北田　喜久
幹事　佐々木行浩
会計　橋本　孝信

「望みを前進に」

4R2Z
城陽 LC

栗田　尚典
幹事　小西　繁夫
会計　杉村　　等

仲間と共に「奉仕の光」を

4R2Z
綴喜 LC

木田　　稔　
幹事　村雲　宣照
会計　八木　一雄

「今こそ、なかま」

4R2Z
京都あさひ LC

越後　修身
幹事　山田　晃平
会計　白石　靖志

思いやりと感謝の気持ち
そして楽しい例会を

3R3Z
京都みやび LC

伊吹　太作
幹事　打田　学市
会計　松村　一男

一意専心地域に奉仕

3R3Z
京都洛西 LC

安田　俊雄
幹事　小笠原英爾
会計　小堀　篤二

20年の歴史に感謝し
未来を築こう

3R3Z
京都西の丘 LC

祐真　直樹
幹事　麻田　友保
会計　中村　利一

広げよう 笑顔と感謝

4R2Z
山城 LC

三桝　武男
幹事　澤村　幸作　
会計　富岡　敬三

美しい奉仕

4R2Z
京都やわた LC

松田圭一郎
幹事　板谷　晴章
会計　山本　　毅

魅来に翔たけ！
Golden Anniversary !

3R3Z
京都乙訓 LC

小西　　章
幹事　大村　知史
会計　吉田健太郎
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初心に帰って楽しい例会

4R3Z
宇治川 LC

前畑　信長
幹事　久保田幹彦
会計　植田　英嗣

ライオニズムの発展と実践

4R3Z
京都鳥羽 LC

西田　喜平
幹事　森口　　清
会計　竹下　　力

地域にあった奉仕活動
心をこめて「不言実行」

5R1Z
綾部 LC

岡田　　良
幹事　原田　直紀
会計　東島　敏明

継続は力なり
50年を礎に次代への一歩

5R1Z
園部 LC

山内　基義
幹事　森　　為次
会計　齋藤　　栄

スキです ふるさと亀岡
We Serve

5R1Z
亀岡保津川 LC

堤　　治雄
幹事　亀井　平男
会計　安藤　高次

絆と和で地域に奉仕

5R1Z
亀岡 LC

中川　　修
幹事　曽我　至邦
会計　寺本　一成

新たな活力  増やそう仲間

5R2Z
大江 LC

越後　義昭
幹事　青木　茂雄
会計　杉之下與志彦

地域奉仕重視した活動

5R2Z
夜久野 LC

月見　一正　
幹事　衣川　勝治
会計　月見　　稔

粉骨砕身、メタボな奉仕！

5R2Z
福知山東 LC

吉井　幸男
幹事　大野　盛行
会計　福富　博泰

生命への感謝

4R3Z
京都王仁 LC

新井　　勇
幹事　石川　英明
会計　衣川　忠史

すべてに愛を

4R3Z
京都淀 LC

田下　慶一
幹事　山田　直樹
会計　奥村　幸子

「一歩づつ…」

4R3Z
京都城南 LC

市原　光則
幹事　中谷　清徳
会計　中村　英夫

「奉仕と友愛・明るい未来」

5R2Z
福知山 LC

高橋　明彦
幹事　安谷　清春　
会計　大西　正光

地域に開かれた
ライオンズクラブ

5R2Z
三和 LC

小林　英夫
幹事　田中　正臣
会計　池田　勝紀

今を生ききり、
真（真心・真実）の奉仕
まこと

4R3Z
宇治 LC

植村　敏彦
幹事　近藤　正昭
会計　池本　昌浩
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今50周年を前に
人から人へ思いをひとつに

5R3Z
網野 LC

小森　　悟
幹事　森　　将己
会計　前川　昇平

アクティブ・絆・
WE SERVE！

5R3Z
丹後中央 LC

林　　同来
幹事　小谷　泰三
会計　橋本　哲男

拡　大

6R1Z
大津びわこ LC

上延　安正
幹事　岸本昭一郎
会計　馬渕　直樹

友好と奉仕で繋ぐ感動の和

6R1Z
高島 LC

谷口　泰造
幹事　中村　友則
会計　桒原　　勇

花とみどりで地域にうるおいと
いやしと楽しさの奉仕

6R1Z
志賀堅田 LC

八軒　茂勉
幹事　和田　隆之
会計　酒井　陽一

“ゆたかな心で、
ゆたかなクラブを！”

6R1Z
大津 LC

村田　　久
幹事　近藤　勝司
会計　高井　哲也

元気な例会 笑顔で奉仕

6R1Z
大津比叡 LC

青山　忠勝
幹事　北脇　邦彦
会計　松井加津美

熱意あふれる 誠の奉仕

6R2Z
草津 LC

遠藤　文一　
幹事　中島　哲男
会計　梅山　克啓

『理解と信頼で結集し、
実のある奉仕』

6R2Z
水口 LC

秀熊茂一郎
幹事　神田　　淳
会計　石川善太郎

地域密着で、
目に見えるお手伝い

5R3Z
舞鶴みなと LC

嵯峨根和世
幹事　眞下　幸代
会計　左近　廣行

メンバーの和（輪）を強めて
We Serve

5R3Z
宮津 LC

松宮　繁雄
幹事　入柿　浩二
会計　磯野　徹男

すべてに感謝、ありがとう

5R3Z
久美浜 LC

木下　善人
幹事　西角　宣政
会計　辻村　　格

『継続は力なり』

6R1Z
瀬田 LC

礒田　武彦
幹事　内田　善嗣　
会計　田中　英彦

叡智と努力でWe Serve

6R2Z
近江守山 LC

青木　順次
幹事　辻　ひとみ
会計　山中　　實

Next Stage
（先人の足跡をかえりみて、

新たなステップへ）

5R3Z
舞鶴 LC

富永　　明
幹事　辻　　俊宏
会計　竹田　喜芳
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We Serve の原点を見つめ
地域にWe Serve

6R2Z
野洲 LC

村井　強行
幹事　田中平一郎
会計　種本　弘人

ウィ サーブ
温故知新で新たな一歩

7R1Z
八日市 LC

渡辺　一郎
幹事　平岩喜三郎
会計　野田　清久

「人・地域・自然に感謝の奉仕」

7R1Z
竜王 LC

中島　正己
幹事　谷　　康夫
会計　中松　吉廣

クラブの繁栄は「友愛と寛容の精神」

7R1Z
愛知 LC

高田　久良
幹事　山田　康義
会計　山田　清史 

一期一會・看脚下の
精神を追い求めて

7R2Z
彦根 LC

青山　金吾
幹事　辻　　正治
会計　辻　　利秋

協調と団結

7R1Z
日野 LC

住井　泰之
幹事　村島　茂男
会計　増田　敏之

「実のある奉仕  楽しいクラブ」

7R2Z
木之本 LC

大林　利男
幹事　田中　俊之
会計　立花丈太郎

感謝・笑顔・奉仕

7R2Z
彦根金亀 LC

林　　健一　
幹事　佐谷　　弘
会計　伊藤洋二郎

心の絆、感謝の心で奉仕

7R2Z
米原 LC

小林　正夫
幹事　今中　力松
会計　江竜　謙一

看脚下（足元を見よ）
かん きゃっか

7R1Z
能登川 LC

藤野　泰志
幹事　田邉　善司
会計　左近　和男

友情と絆と協力で、
クラブの活性化

7R1Z
近江八幡 LC

大西　伸一
幹事　伴　　和夫
会計　中邨　廣賢

明るく・楽しく・そして奉仕

6R2Z
甲賀 LC

福井　　貢
幹事　緩利　一郎
会計　中村　三郎

更なる飛翔

7R2Z
長浜 LC

松村　英史
幹事　松井　　稔　
会計　居林三保麿

クラブの融和と絆

7R2Z
彦根みずほ LC

薩摩　四郎
幹事　西村　繁久
会計　福永　　勤

「奉仕」活動を通じて
地域との絆を！

6R2Z
栗東 LC

寺本　秀夫
幹事　永岡　　栄
会計　田中　義信
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元気で 楽しく ウィ・サーブ

8R1Z
天理 LC

落合　啓男
幹事　澤田　昌久
会計　東川　亘國

信無くば立たず

8R1Z
奈良セントラル LC

西口　廣宗
幹事　安若多加志
会計　木田　徳幸

「薪水の労」（骨身を惜しまぬ奉仕）
しんすい　　ろう

9R1Z
大和高田 LC

石垣　幾朗
幹事　吉井　保次
会計　川村　教嗣

Next one・一歩未来へ

8R2Z
斑鳩 LC

西本　惠則
幹事　土田　　治
会計　江戸端正昭

楽しく和して
基本を踏まえ 笑顔で奉仕

9R1Z
橿原 LC

髙見　敏明
幹事　小西　晧司
会計　吉田　義正

原点回帰と新たな一歩

8R2Z
大和郡山 LC

冨川　哲男
幹事　喜夛　　理
会計　森田　久春

楽しいクラブ「感謝と奉仕」

9R1Z
北葛城 LC

神谷　哲雄
幹事　奥田　善啓
会計　東川　晃三

親愛の心で、ウィ・サーブ

9R1Z
御所 LC

吉川　良二　
幹事　南島　　哲
会計　西川　史郎

今こそ友情の絆、地域の輪

9R1Z
香芝 LC

山中　伸晃
幹事　澤　　秀光
会計　森田　充紀

楽しく広げよう 真心奉仕

8R2Z
奈良西 LC

小鍛冶正明
幹事　上司　延禮
会計　荻田　充宏

「感謝と感動」の橋渡し

8R2Z
生駒 LC

小池　昌彦
幹事　平川　順一
会計　横谷　和也

例会を楽しもう

8R1Z
桜井 LC

髙岸　正光
幹事　東野佳代子
会計　竹谷　芳秀

友情・信頼・誠意

9R1Z
宇陀 LC

中尾　利彦
幹事　山口　　武　
会計　松尾　徳志

お陰様 感謝の心で
社会に恩返し

9R1Z
大和磯城 LC

笹田　宗計
幹事　辰巳　佳照
会計　竹村　昭男

感謝と友愛の絆で
増やそう仲間

8R1Z
奈良 LC

中村　忠𠮷
幹事　野崎　尚利
会計　山岡　一光
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「自然を愛し 人を愛し 愛ある奉仕」

9R2Z
高市 LC

冨田　耕三
幹事　岡本　好弘
会計　橋本　晃伸　

絆、そして  つながり

9R2Z
五條 LC

畠山　典久
幹事　田中　義人
会計　坂本　幸也

ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

＊「チーム南順風満帆の船出」次期地区キャビネット事務局開所式＊＊「チーム南順風満帆の船出」次期地区キャビネット事務局開所式＊
　

風
薫
る
５
月
８
日（
火
）リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
京
都
に
お
い
て
、
次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
事
務
局
開
所
式
が
、
次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
運
営
委
員
で
も
あ
る
近
江
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
Ｌ
大
林
智（
馬
路
石
辺
神
社
宮
司
）に

よ
り
厳
か
な
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
所
式
に
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
足
達
靖
彦

を
は
じ
め
、前
・
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、次
期
地
区

役
員
な
ど
の
多
く
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
地

区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
Ｌ
南
清
右
衛
門
が
最
初

に
玉
串
奉
奠
を
し
、「
チ
ー
ム
南
」
の
一
年
間
の

活
躍
を
祈
願
、
そ
の
後
ご
出
席
の
方
々
の
玉
串

奉
奠
と
続
き
、
開
所
式
は
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　

別
室
に
て「
直
会
」が
行
な
わ
れ
、
地
区
ガ
バ

ナ
ー
Ｌ
足
達
靖
彦
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た

だ
き
、
な
ご
や
か
の
中
で
ご
出
席
の
方
々
は
楽

し
い
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
、
あ
っ
と
言

う
間
に
お
開
き
の
時
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

皆
さ
ま
、お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長

　

                                 　
　
　
　

林　
　

繁

“心の奉仕で 明日に夢を”

9R2Z
吉野 LC

西灘　　晋
幹事　松本　喜至
会計　森本　啓介
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ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

＊第 37回レオクラブ大会＊＊第 37回レオクラブ大会＊

　

2
0
1
2
年
5
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時

よ
り
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
に
お

い
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

3
3
5

‒

C
地
区
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
L
足
達

靖
彦
、
名
誉
顧
問
会
議
長
・
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー

L
奥
村
啓
二
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
L

南
清
右
衛
門
、
名
誉
顧
問
・
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー

L
橋
本
隆
夫
を
は
じ
め
、
地
区
役
員
、
ス
ポ

ン
サ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
を
お
迎

え
し
て
、
第
37
回
レ
オ
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
の
部
で
は
、
3
3
5

‒

C
レ

オ
地
区
会
長
L
e
o
森
口
忠
義
の
開
会
ゴ
ン
グ

に
よ
っ
て
開
会
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
心
」
〜

み
ん
な
と
繋
が
る
心
〜
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
地
区
ガ
ナ
バ
ー
L
足
達
靖
彦
よ
り
「
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
運
営
、
指
導
は

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
青
少
年
健
全
育
成
と
い
う
重
要
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ

る
。
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
な
お
一
層
の
奮
起
を
期
待
す
る
」
と
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

3
3
5
複
合
地
区
レ
オ
委
員
長
L
大
石
博
之
よ
り
「
今
や
学
生
、
学
校
園
レ
オ
ク

ラ
ブ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
ゾ
ー
ン
、
リ
ジ
ョ
ン
単
位
で
の
レ
オ
ク
ラ

ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
お
願
い
し
た
い
」
と
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
L
e
o
森
口
会
長
よ
り
、
年
次
報
告
が
行
わ
れ
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
研
修
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
そ
し
て
統
一
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
の
報
告
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
紹
介
さ
れ
、
続
い
て

レ
オ
地
区
会
議
の
決
議
事
項
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
レ
オ
地
区
ア
ワ
ー
ド
表
彰
に
移
り
、
最
優
秀
賞
に
京
都
学
生
レ
オ
ク
ラ
ブ
、

優
秀
賞
に
京
都
西
レ
オ
ク
ラ
ブ
、
京
都
グ
リ
ー
ン
レ
オ
ク
ラ
ブ
、
宇
治
レ
オ
ク
ラ
ブ
、

奈
良
レ
オ
ク
ラ
ブ
が
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
次
期
レ
オ
地
区
４
役
の
発
表
が
あ
り
、
会
長
L
e
o
濱
本
篤
史
（
宇

治
レ
オ
ク
ラ
ブ
）、
副
会
長
L
e
o
中
村
匡
希
（
京
都
グ
リ
ー
ン
レ
オ
ク
ラ
ブ
）、

幹
事
L
e
o
稲
本
優
（
奈
良
レ
オ
ク
ラ
ブ
）、
会
計
L
e
o
衣
川
若
菜
（
京
都
ワ
ー

ル
ド
レ
オ
ク
ラ
ブ
）
が
、
次
期
の
3
3
5

‒

C
レ
オ
地
区
を
担
う
こ
と
と
な
り
、

L
e
o
濱
本
よ
り
、
力
強
い
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
祝
宴
の
部
は
、
2
0
0
7
〜
2
0
1
0
年
度
レ
オ
委
員
長
L
森
重
雅

彦
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
大
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
盛
り
上
が
り
、
盛
会
の
内
に
第
37
回
レ
オ
ク
ラ
ブ
大

会
は
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
関
係
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
区
レ
オ
・
青
少
年
指
導
委
員
長　

吉
田　

和
之
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ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

＊キャビネット予備会議＊＊キャビネット予備会議＊

＊次期クラブ三役研修会開く＊＊次期クラブ三役研修会開く＊

　

今
年
の
夏
の
節
電
の
厳
し
さ
を
予
兆
す
る
か
の
よ
う

な
本
格
的
な
暑
さ
が
や
っ
て
き
た
６
月
６
日
、
次
期
地

区
役
員
の
98
名
中
、
86
名
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
初
め
て
の
本
会
議
が
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京

都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
髙
谷
保
次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
が
務

め
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
南
清
右
衛
門
の
初
仕
事

の
開
会
ゴ
ン
グ
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
、
本
会
議
が
開

催
さ
れ
、
定
足
数
の
確
認
、
出
席
者
全
員
の
紹
介
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
南
清
右
衛
門
は
開
会
挨
拶
の
中
で
、
98
名
の
役

員
の
皆
さ
ま
に
自
ら
汗
を
流
す
の
で
是
非
と
も
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

思
い
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。
続
い
て
地
区
ガ
バ
ナ
ー
足

達
靖
彦
か
ら
は
新
体
制
へ
の
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

役
員
バ
ッ
ジ
を
除
く
資
料
８
点
が
出
席
者
に
配
布
さ

れ
、
そ
の
後
、
会
則
に
よ
り
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

南
清
右
衛
門
が
議
長
に
就
任
し
、
議
事
録
署
名
人
を
選

出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
議
事
は
、
11
項
目
の
報

告
事
項
及
び
第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
ま
で
の
審

議
が
行
な
わ
れ
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
数
の
減
少
の
中
で
、
予
算
案
も
３
，
８
０
０
名

の
会
員
数
を
基
に
算
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状

か
ら
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
ス
リ
ム
化
す
る
た
め
、
委
員
会

の
統
合
に
よ
り
従
来
の
15
委
員
会
か
ら
13
委
員
会
に
す

る
こ
と
や
、
役
員
数
が
１
０
０
名
を
切
る
98
名
に
す
る

こ
と
な
ど
の
報
告
も
あ
っ
た
が
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ

ク
ト
南
清
右
衛
門
は
、
２
０
１
２
〜
２
０
１
３
年
度
ガ

イ
ダ
ン
ス
「
三
方
よ
し
」
の
冊
子
を
作
ら
れ
、リ
テ
ン
シ

ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
新
入
会
員
の
獲
得
の
た
め
、

ガ
バ
ナ
ー
テ
ー
マ
「
三
方
よ
し
」
で
会
員
一
人
ひ
と
り

が
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
自
覚
を
持
っ
て
ク
ラ
ブ
活
動
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

最
後
は
次
期
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
児
玉
保
次
よ
り

地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
南
清
右
衛
門
へ
の
励
ま
し
の

言
葉
で
会
議
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　
　

次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長　

林　

繁

　

６
月
11
日
、
恒
例
の
次
期
ク
ラ
ブ
三
役
研
修
会
が
開
か
れ
、
各
ク
ラ
ブ
の

新
三
役
２
６
６
名
、
役
員
34
名
の
計
３
０
０
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
、
地
区
役
員
の
紹
介
後
、
次
期
地
区
Ｇ
Ｌ
Ｔ
委
員
長
秋
山
泰
行
は
開

会
の
言
葉
で
「
会
員
減
少
は
誰
か
が
何
と
か
す
る
の
で
な
く
、
３
３
５

－

Ｃ

地
区
の
全
体
が
危
機
意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
会
員
増
強
で
ク
ラ
ブ
に
活
力

を
与
え
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
め
る
実
り
多
い
研
修
に
し
て
ほ
し
い
」
と
、

新
三
役
に
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
足
達
靖
彦
よ
り
「
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
南
清

右
衛
門
の
一
年
間
の
方
針
を
学
び
、
ク
ラ
ブ
の
条
件
に
合
っ
た
も
の
を
探
し
、

ク
ラ
ブ
運
営
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
南
清
右
衛
門
は
、
２
０
１
２
〜
２
０
１
３
年
度

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
沿
い
、
次
期
方
針
並
び
に
運
営
に
つ
い
て
説
明
し
、『
地
区
ガ

バ
ナ
ー
テ
ー
マ
「
三
方
よ
し
」
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
”Ｗ

ｅ 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
”に
通
じ
る
。
仲
間
の
「
話
」
ク
ラ
ブ

の
「
和
」
地
域
奉
仕
の
「
輪
」
を
考
え
て
運
営
し
て
ほ

し
い
。
会
員
減
少
を
食
い
止
め
る
に
は
、
退
会
者
を
な

く
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
会
員
皆
が
リ
ー
ダ
ー
に
な

っ
て
夫
々
の
ク
ラ
ブ
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。』
と
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
、
会
長
、
幹
事
、
会
計
の
三
班

に
分
か
れ
て
の
研
修
が
始
ま
り
、
会
長
研
修
会
は
地
区

ガ
バ
ナ
ー
足
達
靖
彦
、 

幹
事
研
修
会
は
元
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
で
次
期

地
区
Ｇ
Ｌ
Ｔ
委
員
長
と
し
て
こ
の
研
修
会
を
主
催
さ
れ
て
い
る
秋
山
泰
行
、 

会
計
研
修
会
は
次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
中
川
知
博
の
３
名
の
講
師
が

務
め
ら
れ
、
各
役
割
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
閉
会
の
予
定
時
刻
を
オ
ー
バ
ー
す

る
活
発
な
会
場
も
あ
り
、
次
年
度
の
各
ク
ラ
ブ
が
活
力
あ
る
楽
し
い
運
営
と

な
る
こ
と
が
髣
髴
出
来
る
素
晴
ら
し
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
ク
ラ
ブ
三
役
に
大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
期
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長　

林　

繁
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ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

＊第 4回キャビネット会議＊＊第 4回キャビネット会議＊

　

梅
雨
に
入
り
小
雨
が
パ
ラ
つ
く
中
、
今
年
最
後
の
第

４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
が
６
月
12
日（
火
曜
日
）、
京

都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
「
暁
雲
の
間
」
に
於
い
て
開
催
さ

れ
た
。

　

構
成
メ
ン
バ
ー
54
名
中
49
人
の
出
席
の
も
と
地
区

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事 

八
木 

克
之 

の
司
会
で
、
地
区
ガ

バ
ナ
ー 

足
達 

靖
彦 

の
開
会
の
ゴ
ン
グ
で
始
ま
り
ま

し
た
。特
別
顧
問
・
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

故 

小
鍛
冶
隆

一
様（
奈
良
L
C
）の
ご
逝
去
に
対
し
、
ご
冥
福
を
祈
り

出
席
者
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
、地
区
ガ
バ
ナ
ー 

足
達 

靖
彦 

の
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。今
回
は
特
別
顧
問
･
元

協
議
会
議
長 

広
瀬 
来
三 
を
始
め
11
名
の
元
協
議
会
議
長
、特
別
顧
問
、名
誉
顧
問
、前
・

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
３
３
５
複
合
地
区
レ
オ
委
員
長 

大
石 

博
之 

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

名
誉
顧
問
会
議
長
・
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

奥
村 

啓
二 

よ
り
、「
足
達
丸
」一
年
間
順
風
満

帆
に
健
康
で
航
海
な
さ
れ
ま
し
た
。誠
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。「
足
達
丸
」
同
様
次
年
度
の

南
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
を
よ
ろ
し
く
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。配
布
資
料
確
認
の
後
、
会

則
に
よ
り
足
達 

靖
彦 

地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
議
長
に
指
名
さ
れ
、
議
長
よ
り
議
事
録
署
名
人

二
人
が
選
出
さ
れ
た
。今
回
は
第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
あ
り
審
議
事
項
は
な
く
、

報
告
事
項
の
み
と
な
っ
た
。資
料
に
基
づ
き
、
本
日
ま
で
の
活
動
経
過
報
告
と
期
末
迄
の

予
定
説
明
、
第
４
回
３
３
５
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
内
容
、
複
合
地
区
活
動
状
況
、

L
C
I
F
拠
出
金
状
況
、地
区
国
際
関
係
委
員
長 

杉
江 

健
次 

よ
り
の
第
95
回
釜
山
国
際
大
会
の
要
項
説
明
等

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
の
南 

清
右
衛
門 

よ
り
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

足
達 

靖
彦 

の
一
年
間
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
と
共
に
次
年
度
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
３
３

５

－

C
地
区
の
為
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で

皆
様
の
絶
大
な
る
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

足
達 

靖
彦 

よ
り
閉
会
の
ゴ

ン
グ
が
あ
り
、
第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
午
後
５
時
45
分
よ
り
場
所
を
移
し
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。次
期
第

一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
児
玉 

保
次 

の
乾
杯
の
音
頭
の
後
、互
い
が
一
年
間
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、す
べ
て
の
予
定
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長　

仲
井　

昭
敏
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ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

＊２０１１～２０１２年度  薬物乱用少年更生対策活動拠出金贈呈＊＊２０１１～２０１２年度  薬物乱用少年更生対策活動拠出金贈呈＊
　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５

－

Ｃ
地
区（
Ｌ
足
達
靖
彦
ガ
バ
ナ
ー
）で
は
、京

都
府
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
が
行
わ
れ
て
い
る
薬
物
乱
用
防
止
対
策
や
依
存
少
年
の
更

生
事
業
等
、青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た「
薬
物
乱
用
少
年
更
生
対
策
」事
業
に
協

力
し
、毎
年
薬
物
乱
用
少
年
更
生
対
策
の
活
動
資
金
を
寄
贈
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５

－

Ｃ
地
区
内
の
１
Ｒ
か
ら
５
Ｒ
ま

で
の
79
ク
ラ
ブ
に
拠
出
金
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
65
ク
ラ
ブ
か
ら
総
額
３
２
５
，

０
０
０
円
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
６
月
14
日（
木
）、２
０
１
１
〜
２
０
１
２
年
度
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
足
達
靖

彦
、
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
Ｌ
八
木
克
之
、
地
区
レ
オ
・
青
少
年
指
導
委
員
長　

吉
田

和
之
の
３
名
で
、
京
都
市
東
山
区
の
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
京
都
府
警
察

本
部
生
活
安
全
部
少
年
課
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長　

岡
本
浩
一
様
、京
都
市
少
年

補
導
委
員
会
副
会
長　

南
舎
健
男
様
、京
都
市
少
年
補
導
委
員
会
前
副
会
長　

篠
原
實
様

（
名
誉
顧
問
・
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
）他
の
皆
様
の
立
会
い
の
下
、贈
呈
式
が
執
り
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

Ｌ
足
達
靖
彦
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
篠
原
實
前
副
会
長
に
拠
出
金
が
手
渡
さ
れ
、篠
原
前

副
会
長
よ
り「
現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３

５

－

Ｃ
地
区
内
の
ク
ラ
ブ
様
に
は
例
年
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た

い
。薬
物
乱
用
少
年
更
生
対
策
活
動
に
は
ま
だ
ま
だ
資
金
が
必
要
で
、
今
後
も
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」と
お
礼
と
感
謝
状
を
賜
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、最
近
の
若
者
に
よ
る
薬
物
乱
用
の
実
態
や
脱
法
ハ
ー
ブ
と
い
わ
れ
る
規
制
外

の
薬
物
に
よ
る
事
件
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、今
後
も
引
き
続
き
薬
物
乱
用
の
防

止
、少
年
の
更
生
に
向
け
、皆
で
協
力
し
て
い
く
よ
う
確
認
を
し
合
い
ま
し
た
。

　

な
お
、昨
年
の
拠
出
金
は
、写
真
の
よ
う
に
、麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
サ
ン
プ
ル
と
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
さ
れ
、麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
の
啓
発
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
区
レ
オ
・
青
少
年
指
導
委
員
長　

吉
田　

和
之
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昨年度の活動写真

今期の主な対外啓発活動

ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区ライオンズクラブ国際協会 335-C 地区

＊「アイバンク愛の光基金管理会」の今期の啓発事業について＊＊「アイバンク愛の光基金管理会」の今期の啓発事業について＊
　ライオンズクラブの皆様には、日頃より多大なご支援ご協力をいただき、御礼申し上げます。
　アイバンク愛の光基金管理会は、平成２４年３月２７日に設立３０周年を迎え、記念式典の開催とともに、啓発活動にも
力を注ぎました。
　管理会は、一年をとおして献眼についてご理解いただき、一人でも多くの方に登録をお願いし、その登録が角膜の提供に
つながるようにとの願いで活動しています。各クラブにおいての「アイバンク例会」開催を依頼し講師派遣などに取組んで
います。今後は更に、地域の方々、様々な世代の方々への啓発活動の必要性を痛感しているところです。
　そこで今期、対外啓発担当の委員会を置き、これまでの事業に加えて３０周年を機に取組んだ事業を継続・定着して参
りたいと考えています。
　４アイバンクで移植を待ち望む方は、現在１８２人おられますが、登録者も減少傾向にあり、実際の献眼者は少ないのが
現状です。

○　335-C 地区 2R合同アイバンクキャンペーンパレード　…10月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アイバンクチーム」として参加
○　「目の愛護デー」　……………10月 　京都府眼科医会：市民対象
○　アイバンクシンポジウム… 2 月予定 　滋賀：市民とライオンズクラブ
○　愛の光感謝の集い　……………3月 　高台寺：関係者とライオンズクラブ
●　視覚障害者京都マラソン大会　3月 　西京極競技場
●　女子プロ野球「京都アストドリームス」　試合開催日　    通年　わかさスタジアム
●　要望のある企業など　                  通年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊●は、前期の新規事業の継続。

【10月 8日】
2リジョン合同の市街パレードに「アイバンクチーム」として参加しました。

【3月 4日】　「視覚障害者京都マラソン大会」
西京極運動公園会場で、ＰＲ作戦。
生憎の雨の中、女子プロ野球「京都アストドリームス」選手も応援してくれました。
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３
Ｒ
３
Ｚ　

６
ク
ラ
ブ
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

献
血
・
啓
蒙
推
進
活
動

3
R
3
Z

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
、５
月
19
日（
土
）、京
都
市
西
京
区
の
洛
西
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
に
あ
る
、
高
島
屋
・
ラ
ク
セ
ー
ヌ
南
側
広
場
を
会
場
に
し

て
、朝
10
時
か
ら
午
後
の
３
時
半
ま
で
、京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン　

Ｌ
片
山
睦
夫
を
始
め
各
々

の
ク
ラ
ブ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用
し
た
６
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
有
志
40

名
強
の
参
加
を
得
て
、
８
時
半
頃
か
ら
、
テ
ン
ト
２
張
の
設
営
、
受
付

設
置
、
ま
た
各
ク
ラ
ブ
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
記
念
品
の
袋
詰
め
作

業
等
々
、
汗
を
か
き
か
き
慣
れ
な
い
力
仕
事
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、地
区
献
血
・
聴
覚
障
害
者
福
祉
委
員
長　

Ｌ
杉
本
幸
一
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、開
催

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
意
義
を
再
確
認
致
し
ま
し
た
。

　

血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
あ
る
程
度
の
成
果
が
得
ら
れ
る
心
積
も
り

が
無
け
れ
ば
協
力
は
難
し
い
と
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
、
事
前
に
各

ク
ラ
ブ
毎
、
積
極
的
な
動
員
可
能
人
数
の
要
請
・
把
握
に
努
め
、
そ
の

所
為
も
あ
っ
て
、
１
４
０
名
の
来
場
者
を
得
、
結
果
80
名
の
採
血
可
能

人
数
を
確
保
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
期
待
し
て
い
た
人
数
を
大
幅
に
上
回
り
、
血
液
セ
ン
タ
ー

の
言
に
よ
れ
ば
、
本
年
実
施
の
活
動
で
最
高
の
実
績
と
の
事
、
参
加
メ

ン
バ
ー
一
同
、ホ
ッ
と
す
る
と
共
に
、大
き
く
胸
を
張
っ
た
次
第
で
す
。

　

血
液
セ
ン
タ
ー
と
の
折
衝
、会
場
借
用
の
手
続
き
、設
営
・
撤
去
、必

要
備
品
及
び
記
念
品
の
提
供
、
そ
し
て
事
前
の
献
血
協
力
の
要
請
活
動

等
々
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の
熱
意
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
と
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
可
能
な
限
り
活
動
へ

の
参
画
・
協
力
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

        　
　
　
　

３
Ｒ
３
Ｚ　

Ｚ
Ｃ
Ｐ
セ
ク
レ
タ
リ
ー　

井
上　

武
志

第
６
回 「
世
界
の
留
学
生
と
語
ろ
う
」

京
都
錦
L
C

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
国
際
的
な
活
動
の
一
環
と
し
て
「
世
界
の
留
学
生
と

語
ろ
う
！
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
第
６
回
と
な
り
ま
す
が
、
６
月
３
日
に
京
都
の
ト
ル
コ
料
理
の

お
店「
サ
ラ
イ
」さ
ん
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
話
頂
い
た
留
学
生
は
エ
ジ
プ
ト
か
ら
お
越
し
の
サ
ル
マ
さ
ん
。21
名

の
参
加
者
で
美
味
し
い
料
理
と
、
エ
ジ
プ
ト
の
お
話
を
堪
能
い
た
し
ま
し

た
。

　

情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
た
社
会
で
す
が
、

生
で
遠
く
離
れ
た
そ
の
国
の
か
た
に
、
直
接
お
話
が
聞
け
る
機
会
は
そ
ん

な
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
が
平
和
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
心
よ
り
実
感
で

き
る
、充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

Ｐ
Ｒ
・
情
報
Ｉ
Ｔ
委
員
長　

秋
好 

雄
二

そ
の
他
の

活
　
　
動

平
成
24
年

　
京
都
市
役
所
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
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国
立
曽
爾
少
年
自
然
の
家

　
　
　
　
　

一
泊
学
習
会
へ
の
招
待

大
和
高
田
L
C

　

大
和
高
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
青
少
年
育
成
事
業

の
一
分
野
と
し
て
、
1
9
6
3
年
、
肢
体
不
自
由
児
の

招
待
と
特
殊
学
級
へ
の
教
材
教
具
の
贈
呈
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
か
ら
始
ま
り
、
時
代
の
変
遷
に
即
応
し
て
発
展

し
、
49
年
に
亘
り
援
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

    

30
年
前
か
ら
は
、
市
内
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級

の
児
童
生
徒
た
ち
を
、「
国
立
曽
爾
少
年
自
然
の
家
一
泊

校
外
学
習
会
」
に
、
招
待
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
80
万
円
）。

　

今
年
は
、
５
月
17
日
（
木
）
18
日
（
金
）
の
２
日
間
、
児
童
生
徒
93
名
、
教
職

員
56
名
、
当
ク
ラ
ブ
か
ら
会
長
は
じ
め
ク
ラ
ブ
役
員
、
教
育
ク
エ
ス
ト
委
員
会
の

委
員
が
参
加
、
保
護
者
、
児
童
生
徒
、
教
職
員
の
み
な
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
事
業
で
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
朝
8
時
か
ら
バ
ス
3
台
に
分
乗
し
、
現
地
到
着
後
11
時
に

は
入
所
式
を
行
い
、
昼
食
を
済
ま
せ
て
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
初
日
は
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
予
習
）
に
始
ま
り
、
夜
は
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
の
交
流
会 

（
歌

唱
・
ゲ
ー
ム
）、
翌
日
は
、
自
然
に
親
し
む
「
亀
池
周
辺
の
観
察
」、「
亀
山
登
山
」、

登
山
は
学
習
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
助
け
合
い
、

い
た
わ
り
合
い
の
連
続
で
、
児
童
生
徒
の
最
大
の

人
間
関
係
の
大
切
さ
を
味
わ
う
体
験
学
習
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
事
業
を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
に
、
ク
ラ
ブ
全
員
の
堅
い
意
思
統
一
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

｠

「 

ゴ
ミ
ゼ
ロ
大
作
戦 

」

野
洲
L
C

　

2
0
1
2
年
６
月
３
日　

初
夏
の
日
曜
日
「
環
境
美
化
の
日
」
に
合
わ
せ
滋
賀
県
全

域
で
琵
琶
湖
周
辺
の
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
野
洲
市
で
は
野
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
各
種
団
体
、
企
業
、
市
民
56
団
体
７
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
菖

蒲
浜
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

野
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
淀
川
水
系
の
源
で
あ
る
琵
琶
湖
の
環
境
保
全
の
重

要
性
か
ら
「
漁
民
の
森
植
樹
事
業
」
や
「
湖
岸
の
葦
植
え
活
動
」
な
ど
の
環
境
へ
の
取

り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
湖
岸
の

清
掃
活
動
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
大
作
戦
」
の
参
加
は
今
年
で

３
回
目
で
今
年
度
か
ら
奉
仕
例
会
と
し
て
17
名
の
メ

ン
バ
ー
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

晴
天
の
野
洲
湖
岸
に
は
、
比
良
お
ろ
し
の
風
で
運

ば
れ
た
多
く
の
漂
流
物
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

砂
浜
に
埋
ま
っ
た
流
木
な
ど
の
ゴ
ミ
を
取
除
く
作
業

に
従
事
し
ま
し
た
。
湖
岸
へ
の
車
両
の
乗
り
込
み
が

困
難
な
こ
と
か
ら
所
々
に
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
魚
船

で
運
ば
れ
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
後
の
例
会
で
は
山
仲
野
洲
市
長
を
お
招

き
し
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
昼
に
は
お
茶
と
ビ
ワ

マ
ス
な
ど
淡
海
の
幸
を
囲
み
親
睦
を
深
め
な
が
ら

E
a
r
t
h 

C
o
n
s
c
i
o
u
s
な
一
日
を
過
ご

し
た
。

「 

地
域
の
た
め
、
人
の
た
め
、
未
来
の
た
め
に
W
e 

S
e
r
v
e 

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
長　

種
本　

弘
人
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結
成
50
周
年
記
念
式
典

京
都
橘
L
C

ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

京
都
北
L
C

　

去
る
6
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
京
都
河

原
町
店
の
７
階
を
借
り
切
っ
て「
第
３
回
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

を
京
都
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
、京
都
平
安
・
京
都
橘
・
京
都
洛

北
・
京
都
洛
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
共
催
で
開
催
し
た
。例
年
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
京
都
、ワ

－

ク
ハ
ウ

ス
せ
い
ら
ん
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ

－・
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
に
加
え
て
、命
輝

け
第
九
コ
ン
サ

－

ト
の
会
の
協
力
を
得
て
、知
的
発
達
障
害
者
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ

－

が
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
の
計
63
名
の
プ
レ
イ
ヤ

－

と
観
客
約
30
名
の
参
加
を
得
て
、会
長

Ｌ
川
島
健
太
郎
の
挨
拶
に
よ
り
プ
レ
イ
が
始
ま
っ
た
。

　

３
回
目
と
も
な
る
と
、健
常
者
と
知
的
発
達
障
害
者
と
の
垣
根
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
歓
声
が
沸
き
上
が
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
の
ふ
れ
あ
い
が
巻

き
起
こ
っ
た
。ク
ロ
ー
ズ
さ
れ
た
会
場
で
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
一
体
感
が
生
ま
れ
る
も
の

で
あ
る
。最
後
ま
で
プ
レ
イ
が
残
っ
た
レ
ー
ン
の
プ
レ
イ
ヤ

－

で
あ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ク
ス
日
本
・
京
都
の
ア
ス
リ

－
ト
で
あ
る
野
田
君
・
山
口
さ
ん
、京
都
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
Ｌ
髙
田
・
Ｌ
佐
々
木
の
プ
レ
イ
に
対
し
て
全
員
の
注
目
が
集
ま
り
、
暖
か
い
応
援
の

か
け
声
が
起
こ
り
、
ま
る
で
映
画
の
一
場
面
で
あ
る
か
の
よ
う
で
、
感

極
ま
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

参
加
賞
と
し
て
京
都
洛
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ

－

の
関
わ

る
社
会
福
祉
法
人
白
百
合
会
の
障
害
者
の
手
作
り
ク
ッ
キ

－

を
各
レ

ー
ン
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ

－

か
ら
知
的
発
達
障
害
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、最
後
に
Ｌ
谷
口
忠
武
か
ら
来
年
度
の
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
予
定
者
で
あ
る
京
都
洛
北
Ｌ
Ｃ
の
Ｌ
坂
田
光
男
に
、来
年
度
の
開
催

に
向
け
て
の
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
た
。「
イ
ン
ク
ル

－

ジ
ョ
ン（
包
み
支
え

合
う
社
会
）」「
心
を
開
い
た
方
々
の
一
体
感
」
を
味
わ
え
る
ソ
フ
ト
な

事
業
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
北
L
C　

幸
前　

清
孝
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8

L 小嶋　忠茂
（S.26年4月27日生）
京都御室L・C

（有）サントル、（株）インターメディア
代表取締役
電子系

L 金森　満幸
（S.42年6月5日生）
京都天神川L・C
（株）金森製作所
代表取締役
精密板金加工業

L 伊藤　佳子
（S.32年1月8日生）
京都北L・C
ラウンジ 佳
代　表
飲食業

L 河知　偉之
（S.40年9月23日生）
京都北L・C

朝日生命保険相互会社
京滋支社京都東営業所

所　長
生命保険業

（金　 秀則）
L金沢　秀則

（S.48年12月24日生）
京都王仁L・C

有限会社 大伸建設興業 取締役
建設業

L 山副　賢士
（S.51年6月19日生）
京都王仁L・C

大津建機サービス株式会社
専務取締役

建設機械レンタル販売

L 中尾　臣裕
（S.44年4月29日生）

亀岡L・C
（有）楠新聞舗
専務取締役
小売業

L 段本　圭一
（S.34年1月29日生）
亀岡保津川L・C
（株）アリス

アパート・卓球場経営

L 福井　英昭
（S.42年8月24日生）
亀岡保津川L・C
（有）丸福自動車
代表取締役
自動車販売・整備

L 糸井　伸一
（S.31年3月19日生）

宮津L・C
ちりめん工房  糸武

代表者
和装小物製造卸

L 森野弥太郎
（S.40年10月30日生）

長浜L・C
ホームメイト長浜店（有）森野ビル

代表取締役
不動産業

L 見村　英樹
（S.43年1月19日生）

長浜L・C
エース証券株式会社 長浜支店

支店長
金融業

L 山路　　進
（S.44年9月20日生）

長浜L・C
有限会社 シオン製作所

代表取締役
医療機器部品製造業

L 辰巳　重治
（S.34年1月13日生）
彦根金亀L・C
アルファホーム（株）
代表取締役
住宅設計・施工

L 冷泉　雅一
（S.33年7月27日生）

奈良L・C
大和証券（株）奈良支店

支店長
証券業

L 小林　和行
（S.38年5月3日生）

宮津L・C
小林美工社
代表者

広告看板製作・イベント設営

L 小原　　舞
（S.49年7月10日生）
舞鶴みなとL・C
民主党京都府第5区総支部

総支部長
衆議院議員

L 嶋岡　広一
（S.41年8月7日生）

甲賀L・C
フクテツ工業株式会社

代表取締役
製造業

L 山田　恭久
（S.35年11月14日生）

野洲L・C
びわこ観光バス（株）
取締役営業所長
貸切バス・旅行業

L 広瀬　健治
（S.39年8月7日生）
長浜 L・C

大和リゾート（株）長浜ロイヤルホテル
営業部統括課長
サービス業（ホテル）
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L 足立　　圭
（S.38年3月20日生）

桜井L・C
足立会計事務所

税理士

L 掃部　彰一
（S.43年5月26日生）
奈良西L・C
（株）M.L .A
代表取締役
建設業

L 二宮　典雄
（S.29年9月30日生）

宇陀L・C
大和信用金庫 榛原支店

支店長
金融業

L 辻本　泰敏
（S.32年7月7日生）

宇陀L・C
南都銀行 榛原支店

支店長
金融業

L 中井　章太
（S.43年7月13日生）

吉野L・C
中神木材
代　表
林業

故　L 大橋　明
　　　　　　　　　長浜LC

没　平成24年5月2日
享年77才

1960年11月
1965年～1966年
1968年～1969年
1973年～1974年
1981年～1982年
1982年～1983年
1995年～1996年
2002年～2003年

入会
テールツイスター
ライオンテーマー
第三副会長
第一副会長
会長
CN35周年特別委員長
7Rリジョン・チェアマン

故　L 川田　真也
　　　　　　　京都ロイヤルLC

没　平成24年5月26日
享年76才

1981年2月20日
1987年度
1992年度
1996年度
1998年度
2003年度
2004年度
2005年度
2008年度

入会
テール・ツイスター
会計
第二副会長
幹事
第三副会長
第一副会長
会長
会員理事

故　L 秋山　末吉
　　　　　　　京都醍醐LC

没　平成24年6月12日
享年77才

1981年3月
1995～96
1996～97
2002～03
2004年度

入会
会計
幹事
第26代会長
会員・リテンション委員
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第 2副地区ガバナー　L森井　士朗（京都洛東 LC）

地区キャビネット幹事　L髙谷　保（野洲 LC）

地区キャビネット会計　L中川　知博（近江守山 LC）

日本画・洋画・一般美術品等取扱

鑑定、査定、美術管理等のご相談

〒605-0037　京都市東山区三条神宮道西入西町 138-1
　　　　　　Tel 075-771-8225   Fax 075-771-1004
　　　　　　URL http://tazuart.com  E-mail mail@tazuart.com
　　　　　　京都店（ギャラリーエスパス）　 名古屋店（ギャラリーエスパス）

〒520-2434　滋賀県野洲市比江 781-1
TEL 077-589-4682 / FAX 077-589-2280

　〒524-0021　滋賀県守山市吉身 2-6-20
                                 TEL 077-583-3456

税理士　中川  知博

商品事業部

リース事業部

画 廊  た づ

株式会社  高　谷

●住宅関連金物・木工機械・電動工具・足場リース●

● 住宅関連金物
● 電 動 工 具
● エ ア ー 工 具
● 木 工 機 械
● 大 工 道 具
● 高 級 刃 物

● 足 場 リ ー ス
● そ の 他 リ ー ス

● 環境改善機器
● エンジン機器
● 作 業 工 具
● 利 器 工 具
● 化 学 製 品
● 各 種 資 材

Nakagawa Accoun t ing  Of f i ce
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ザ・ライオンタイムズ（335-C 地区機関紙）
発行日◆2012年 8月 1日
発行者◆ガバナー　南　清右衛門
発　行◆ライオンズクラブ国際協会335-C 地区PR・情報委員会
編集者◆PR・情報・IT 委員長　松岡　勲（京都南 LC）
事務局◆〒600-8237　京都市下京区堀川通塩小路
　　　　リーガロイヤルホテル京都3F　364号室
　　　　TEL.（075）344-0258
　　　　FAX.（075）344-0277

　第９５回韓国釜山国際大会も無事に終了し、当委員会も先日
すでに３回目の委員会が行われました。
　今期からＩＴ委員会との合同委員会となることにおいて、よ
り充実したライオンタイムズの発刊、地区ホームページの充実
と活用、等々が出来るのではないかと思います。
　各クラブ様メンバー様におかれ少しでもプラスになるよう
に努力して参る所存でございます。
　皆様、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　 地区ＰＲ・情報・ＩＴ副委員長　　加藤和利

PR・情報・IT副委員長　加藤　和利（京都京洛LC）　藤田　弘美（京都薫風LC）
　　　　　　　　　　　中野　幸彦（彦根LC）　　　染川　尚（奈良LC）
担当運営副委員長　　　辻　　徹郎（野洲LC）

＊第58回 335 複合地区年次大会＊＊第58回 335 複合地区年次大会＊
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